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On　the　Chinese－Malacca　Malay　Vocabulaワ
　　in　the　Inaba　and　the　Awakuni　Collection
Osamu　Sakiyama
　　The　Chlnese－Malacca　Malay　Vocabulary　inc｝uded　in　so　called　Hua－i　i－y稜華夷訳語
consists　of　the　different　kinds　of　texts；one　of　them　is　contained　iR　the　Morrison　collection，
whose　hst　oξwords　a烈d　phrases　was　identified　with　Ma圭ay　in　the　E．　D．　Edwards　and　C．0．
Blagden’s　paper（BSOS．6），　but　it　is　evident　that　the　’another　Ma夏acca　Malay　Vocabularles
belonglng　to　the　Inaba稲葉and　the　Awakuni阿波国collection　in　JapaR　do　not　record　Malay．
　　Th1s　paper圭s　intended　to　sヒudy　what　language　was　recorded呈n　the　Iatter．　By　comparing
the　Malacca　Malay　with　the　Chlnese－Cham　Vocabulary　in　the　same　collections，　I　have　found
many　words　wholly　coincid三ng　in　Chinese　characters，　s◎me◎f　them　can　be　solved　not　only　by
Cham，　but　also　by　Achehnese　or　Orang　lant｝anguages（especia｝ly，　MokeR）：＜many＞羅luo
Ach．　le，　OLγad，　Ch．16，　i6，＜house＞1桑，桑sag　Ach．　s醗ng，　Ch．　sag．　According　to　H．　K．　J．
Cowaガs　paper（BKI．104），　both　Achehnese　and　Cham，　which　are　undeniably　of　Ma互ayo－
Polynes圭an　character　but　have　been　subjec亡ed　to　the　direct三nfluence　of　adjacent　Mon－
Khmer互anguages，　reta三n　the　simiiar　linguistic　features．　In　the　Malacca　Malay，　I　can　poi就
ou亡the　fb猛owing三tems：1．　Existence　of　consonant　clusters，〈r圭ver＞龍lyg　Ach．krueng，
Ch．　kraug　2．　No　pre－nasalization　for　prefixes，＜to　w蹴e　a　letter＞麻蘇劇ma　su　la　Ach，
m6surat，　Ch．　mOsurak，　n．b，　Ma】ay．　m6nyurat　3．　Double　vowe王s，＜tree＞格又cal　iou　Ach．
ka海，　Ch．　kayau，　n．b．　Malay．　kayu．
　　Icome　to　the　conc！uslon　that重he　Malacca　Malay　was　made　basing　on　the　Cham　by　the
compiler　who　was　not　very　well　ixxEormed　of　Aっhehnese，　buヒnoticed　resemblances　aRd　d圭ffe－
rences　between　these　two　languages，　Although　some　words　including　the　chapter　of　Current
Phrases　are　merely　Cham，　wh琵e　there　are　also　many　words　which　can　be　solved　on正y　by
Achehnese　or　Moken：＜small＞不吉pu　tgl　Ach．　batjut，＜to　go，　to　come＞撒（撤？）sa
（t§‘iε？）Ach・dja’，＜daytime＞中t§ug　Mo・chhng，〈bamboo＞姶陰ha　im　Mo．　kaun。　Besides，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　197
・°fa「a・出e　c・狙pil・・b・・ame　aw・・e・f　diff・・e・ces　・，、　b・・wee・・w・1・・g・・g…he　add・d　th・
mod圭f三cation　as　small　as　possible　to　Chinese　characters　of　the　Cham，　even　if出e　Chinese
sound　d三d　not　exaα1y　stand　for　the　Achehnese　sound：＜thunder＞胡浪Zulag　Ach．　gur6h
（the　Cham，浪gram），＜hot＞八答【喰pa　ta　ha　Ach．P6d6h（the　Cham，八答padiak）．　This三s
why　I　conclude　that　the　compiler　made　use　of　the　Cham　at　the　time　of　edit魚g出e　Ma玉acca
Ma王ay．
　1．華夷訳語に含まれる満刺加館藷は，石田幹之助氏によって丙種本と名附けられた写本のう
ちの八本に存在する。そして満刺加餓訳語はこの丙種本においてのみ存在する。（1）これらの中で
筆者がその全部を参照し得たのは，稲葉翼山氏本，阿波国文庫（不忍文庫）本，ロソF“ン本，又，
その内容の一部を知ることが出来たのは，静嘉堂本である（以下，稲，阿，ロ，静と略）。②この四
本のうち，稲，阿は漢語の分類，配列，漢字の表記法共に数ヶ所の漢字の絹違を除いて等しく，
又，その総語彙数も476と同じである。一方，静もその漢宇に片仮名がふってあること以外に上
の二本と内容，誤字の形式まで同じくしているようであって，この三本は同系統の写本と考えて
よい。しかるにロの方はこの三本と配列，内容を異にするのみならず，たとえ同じ漢語があると
してもそれに対して「満刺加語」を示すために記された漢字は，ほとんどのものが一致を晃出し得
ないほど違っている。又，その総語彙数は482である。このμに対してe＆　Edwards及びBlagden
が試みたように現代のマライ語をもってして容易にその漢字に引嘉てることが出来，又，その墨
時に記録されたマライ語の文献，語彙集によってもそれを確かめ得る。（3＞
　それでは稲，阿，静の董本は一体何認を詑録したと考えるべきであろうか。ロと共通する漢語
のうち，例えば次のような語例に対していずれもマライ語を当て得るかの如きである。〈石〉ロ
53巴都；稲3ウ不頭batu，＜土＞55答那；4オ打納tanah，〈木＞113加右；7ウ格又kayu，〈銀＞
420必刺；18ウ必胴perak。しかし三本に対してマライ語のみを基礎としたそのような作業は，以
上のような若干の例を除いて困難となる。この三本が対象とした言羅は，マライ語的ではあるが
マライ語ではないある外の言語であったと考えざるを得ない。
　1．この訳語の地名となった満刺湘が歴史上に現われるのは，『明史』巻325列伝第213「満刺湘
伝」の記述をもってその臆矢とする。同書によれば，もともと王も居らず圏名もなくシャムに従
属していたこの地方に永楽帝が使節として伊慶を遣わし，尊長の舞里迷蘇刺　（Parameswara）（4）
が永楽3年（1405年）に初代の満刺加国王に封じられ，彼の死後，田王はその子の母幹撒干的児沙
（M6gat　Iskandar　Shah（5）永楽1’2～22年（1414～1424年）），三代轡は西里麻恰刺（S甑Maharaja，
永楽22年～正統10年（1424～1444年）等々と続いた。そして1511年ポルトガル人Alfonso　d’Al－
buquerqueの攻撃によってこの王国が崩壊するまで大むね安泰であった。満刺力咽の言語状態
について知り得る資料として『瀬涯勝覧』　（永楽14年（1416年））の「満刺加騨の条に「其羅人
雷語井書記婚姻之礼頗与爪畦同」という説明があり，その文中に次のような語彙を見出すことが
出来る○「打麻児，損都盛蕨，沙孤，菱輩joこれらは現代マライ・ジャワ・スンダ語のdamar
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〈樹脂〉，sagu〈竹芋〉，1〈ajang〈株欄葉の屋根〉と一致するけれども，（6）上言己三本の満刺加館
訳語は『蔽涯勝覧』に述べているようなジャワ島の言語，即ち，ジャワ語，スソダ語によっても
解けないことは明らかである。
　N．華夷訳語に含まれる凡ての訳謙こついてその成立年代は詳らかではなく，満刺加館訳語も
その例にもれない。⑦しかし訳語の内部からその年代を決定する一つの方法として次の事実に注
Nしたい。稲12ウ〈太子〉不鉄的児沙，13オ〈児子〉干的児沙という例においてここに共通する
（干）的児沙という漢字をマライ語のみならず附近のどの醤語をもってしても解くことが出来ない。
しかし上述の二代目王，母幹撒干的児沙と共通した漢字の後の部分に注意するならぽ，皇子に対
して普通名詞でなく固有名詞，つまりその当時の呼び名を記入したのではないかと考えられる。
この解釈に従うならぽ，不鉄的児沙（pu　t‘iεti　r§a）（8）はPat6’（lskan）dar　Shahのことであ
り，pat6’（アチェ語。マライ語：patik，　pateh）はもとの意味は奴隷，そして王族の者に対して附
ける一人称の謙譲語として用いられている。但し，〈妃子〉に対して干的児沙とあるのは，編者
のヂ満刺加語」に対する無知に発するものであり，ただ単に不鉄pat6’を敬称とみなして（干）
的児沙をく子供〉の意味に類推したことによるのであろう。故にこの訳語は初代王Parameswa－
ra，王子Isk韻dar　Shahの在世中に，即ち，永楽3～12年（1405～1414年）に作成されたと考える
ことが出来る（尚，満刺加国の崩壊までIskaadar　Shahという名を持ったのはこの二代圏王の
みである）。
　W．満刺加館訳語の研究に際して対照せざるを得ないのは占城館訳語である。この二訳語を比
較するならぽ，その間に単なる偶然の一致とは考えられない全く共通した漢語，漢字の多いこと
にまず気付く。このことは満刺加館訳語が占城館訳語を元にして作られたということを推定させ
る。その中にあって満刺加館訳語においても占城館訳語の対象となったチャム語によってしか嘉
てることの出来ない語彙がある。（9）備D
　稲1ウ占11〈露〉者藍（t§iεlam）salim＜dew＞，2オ31〈x出〉（ユe）闊（nau）nau〈to　go，　to
walk＞，2ウ47〈×大〉弄σug）prauD〈big＞，8ウ198〈罵〉阿謝（o　siε）asaih〈horse＞，11
オ272〈紙〉把阿児（pa　o　r）baar＜paper＞，11オ277〈卓〉記（tgl）kiR〈bench，　chair，〉，11オ
278〈椅〉教（cau）6io’v〈mat＞，11ウ283〈刀〉荘（t§uag）th　au　iJ＜knife，　dagger＞，12オ287
〈扇〉打的（ta　ti）tadi〈fan＞，13オ326〈女児〉姑媒（ku　mei）kumさi〈weman，9irl，　wife＞，
17ウ489〈×飯〉剛塞（la　sai）　｝as6i＜boiled　rice＞。又，漢字に若干の移動がある次の例におい
て。〈羊＞9オ甥比（pis　pi）200比翔pabaiy〈sheep，　goat＞，〈鷲〉阿9オ弓安（kug　an）207
公安（kuD－）kagan〈goose＞，＜筆＞11オ木格（mu　cai）275木格児pakai6i，　pak6i＜pen＞，
＜鼓＞11オ撒根（sa　keの271撒根児sagar＜drum＞。成句としても次のような例が共通であり，
チャム語にしか当て得ない。7ウ173〈芭蕉〉盆不的（p‘uen　pu　ti）phun　put6i〈trunl〈of　the
banana＞，11ウ267〈大艇〉阿弄（o　lu　ij）ahauk　praug＜large　boat＞？，14オ364〈底頭〉把故阿
箇（pa　ku　o　ko）pakuk　akauk＜bend　the　head，　b◎w＞。又，チャム語的な表現法を伝えたと
思われる次のような共通した例がある。〈弓＞1iウ納把納（na　pa　na）291一納把納（i－一一一）in6’
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pano’h＜mother　of　the　arrow，　bow＞，20オ545〈緑〉夜嘲莫（iεIa　muo）alh　lamau〈cow’s
dung＞。チャム語におけるサンスクリット借用語が「満刺舶訳語」にも現われている例として，
〈胡椒＞7ウ阿セ幽不来（omiεla　pu　la三）（ll）184阿七amraik（←marica）＜pepper＞，10ウ252
〈門戸〉邦乃（pap　nai）bap（・－vamsa）naih〈small　gate＞，15オ421〈身〉幸郎（BiD　lag）garirak，
sarirak（←ξarira）＜body＞？，20オ556〈葱×〉阿剣遜（o　la　suen）lasun（←laguna）＜onion＞
があるoこれらのサンスクリット借用形はチャム語にのみ通用していたQ
　以上のように一部占城館訳語からの脱字を含む全く共通した漢語，漢字の例の外に，漢語，漢
字は等しくないけれども，この両訳語を対照することによってやはりチャム語と認めなければな
らない例がある。12ウ＜大人＞13ウ〈大寄〉弄郎（lug　lag）rag　prauD＜great　man＞（c£313＜
大人〉底国taku＜Iord＞），13ウ〈叔釜〉阿罵除愛（o　ma§ls　ai）am6’saai〈father’s　e王der
brother，　uncle＞（c£12ウ322〈父親〉阿罵，324〈嵜爵〉除愛），16オ〈朝衣〉波波襖（puo　puo
au）av，　aっpu　poD〈clothes　of　the　sovereign　Iord＞（cf．445〈衣裳〉襖，578〈朝廷×〉波波），
17オ〈花慢〉看不寧（k‘an　I）u　nig）　khan　panig　〈cloth　of　curtain＞　　（cf．　475〈x手巾〉悉，　474
〈帷慢〉不寧），15ウ　〈牙〉八嘱（pa　la）bala＜tusk＞（c£433〈牙〉底該ltag6i＜tooth＞，
＜象牙＞10オ黎慢八剣σ三maR－一）228八劇梨慢bala　limo’n〈elephant　tusk，lvory＞）。
　その他，占城館訳語には存在しないがチャム諮によってしか当てることの出来ない例が若干あ
る。4ウ〈x高〉光（kuag）g｝auD＜high＞（c£84〈×高〉亮riya〈high＞？），7オ〈花〉
嬌，7オ〈x×花〉阿嬌（otBau）60h〈numeral　for　flowers，　half－opened　f王ower＞（cf．158
〈花〉附？），7オ〈木〉吟當（ha　tag）katag〈bamboo＞？（c£160〈哲〉格又kayag＜
wood，　tree），9オ〈鳥〉班（puaR）barim〈b三rd＞？（c£213〈鳳騒〉珍擬弓6im？〈bird
＞）。
　尚，占城館訳語を元にした際，満刺加館訳語の作成に当って記入すべき行を取違えたと考えら
れる箇所が両訳語を比較することによって判明する。17ウ〈不吃〉吝八崩，〈酔了〉花曖塞，
〈吃飯〉八崩噺塞に対して，484〈不吃〉八崩（pa　peg）pak　bo’g＜not　eat＞，489〈喫飯〉花
1東塞（Zua　la　sai）hgak　las6i＜eat　boiled　rice＞から，満刺舶館訳語のく不吃〉は八崩曜塞と，
〈吃飯〉は花劇塞と行が入れ代っていることが分る。又，上記の7オ〈木〉吟鴬も岡じく7オ
〈竹〉格又と行が入れ代ったのであろう。（12）
　V．チャム語でしか解けない満刺加館訳語におけるそのような要素は，単に上述のような語璽
的な面に限られるのではない。会話を表わした「通用門」においてもその凡てが共通してはいな
いにせよ，次のような例において占城館訳語と全く同じ漢字が現われている。
　21オ590〈少説話〉敗的吉（pai　ti　tgl）pga6，罎6i　dildk＜Speak　little，　Talk　less＞，21オ〈
称道那裡人＞584〈称是那里人〉恰勒把勒莫（占：倭）郎（ha王ei　pa　lei　mu◎（uo）王ag）uraD
pa1さi　ha16i＜What　country　man＞，21ウ597〈遇有緊急事情〉閑馬来波波（nau　ma　lai　puo　puo）
nau　mo’ral　pu　pog〈Go（to）H．　M．　the　klng＞。特に言語の核心的部分である禁止句，否定辞
の用いられ方においても次のように共通する。21オ583〈鑓亥嘲（蹴？）〉綴不度（t§uei　pu　to）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200
旗ai，　jRei　batuk＜Don’t　cough＞，21オ573〈休生事〉綴的（占：底）格来（t§ue三ti（ti）cai　iai）
jgai，　jUei？〈Dolt’t　cause　trouble＞，15オ〈x無＞403〈無〉冷波（ha　puo）pak〈not，　with－
out＞，但し，3オ〈無有〉嚇不沽（la　pu　t§ism）（cf　55〈無雨〉喀波胡沽pak　hujan〈it　is　not
raining＞）の劇に対してもチャム語の否定辞dakを当てることが適当であろう。又，前章の終
りに記したよ瓠こ，行の取違えによってく酔了〉が吝八崩（lin　pa　peg）に対するものとすれぽ，
この吝もチャム語の否定辞di，　di圭に妾るものと考えられ，　di　pak　bo’Pは二重否定，全体とし
て肯定となりく食べてしまわなくはない，うんと食べた〉の意味において上記の漢語に対せしめ
られたものと思うo
　W．満刺加においてチャム語がどの程度の勢力を持っていたのかは全く明らかでないが，一般
的に使馬された言語はマライ語であったに逮いなく，⑬恐らく網当数の渡来者のあっkチャム人
をイγフオーマソトとして作られたこの満刺加館訳語もその非実用性又はチャム語の言語的後退
の故に，後にいわゆるマライ語を詑録したn本の作成への契機となったのであろう。ωしかし以
下において明らかにするように，この満刺加館訳語は単にチャム語のみを記録したのではなかっ
た。占城館訳語における凡ての語彙がチャム語で解明されたのではないにしろ，占城館訳語がチ
ャム語をその対象としたことに問題がないとすれぽ，稲，阿，静の満刺加館訳諾がチャム語をの
みその対象としたことはあり得ず，又，清の王聞遠の降慈堂書岡に見える「十国訳語」に掲
げられた各語彙の編巻名によれぽ，朝鮮館，占城館，満刺加館の各訳語の編者は毛寅という隅～
人であることからしても，各圏の言語差はこの編者によって十分気付かれていたであろう。（又，
同一の編者であったということは，満刺力目館訳語の作成に際して占城館訳語を元にしたという推
定を可能ならしめる。）上に述べたように満刺加館訳語と占城館訳語とは共通した部分が多いにも
か玉わらず，共通しない部分も少くない。そこにこそ満束1伽館訳語はチャム語そのものを記録し
たのではなく，その他に劉種の言語要素をも介在させていることを認めざるを得ない。
　W．満刺茄の建国，民族の往来に関してTom6　Piresの認すところによれば次のようである。（ユ5）
即ち，パレンバソの政争からシンガポールに逃げ来ったParameswaraを満刺加国の建設に至る
まで援助したのは，既にその地に居住していたCelate（又は，　Bajau）人であった。（16）又，パセー
国との問に繁しい関係があり二代目王Iskandar　Shahは72才i・1　fkってパセ～王の勧告のもとに
イスラム教に改宗しパセー王の娘の結婚したとある。（17）満刺舶国建国以来，これら漂海民，アチ
ェ（ノRセー）人の往来はもとより，移住者，定住者も多かったであろう。彼等の君語の要素が満刺
加館訳語に如何に反映しているかを次章から明らかにしよう。㈹
　畷．H．KJ．Cowanは1948年の論文においてアチェ語，チャム語，モケン語についてマライ・ポ
リネシア語族に含めるべきであることを提唱しつxも，それらの欝語における音韻上，形態上の
否定すべからざるモン・クメール語族との類似性を示した。㈹彼の掲げたアチェ語，チャム語，
モン・クメール語比較語彙の中から，満刺湘館訳語の占城館訳語と漢語，漢字共に共通した例に
当てることを試みるならば，次のようになる。（Aはアチェ語；Cはチャム語；M，01は漂海民
語の略である。（20）M，OlについてCowanはその例を掲げていないが，対応するとみなされる語を
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記入する。）
　9オ208〈鴨〉阿合（占：阿啓。合は容の誤字であろう）（ota）A．（it6’）ara〈小鴨〉，　C．
ada〈家鵬〉，19オ526〈進表〉八蘇嚇（pa　su　la）M．　ba，　A．　ba　surat，　C．　ba　surak〈書類を持
ってゆく〉。9ウ213〈鳳騒〉真不刀（占：珍機弓）（t§in　pu（puo）tau（tiau））A．　tjitj6m　p6t6，　C．．
6im　putau〈皇帝の鳥〉，　M．　chichom，　A．　M．は語頭音重複形。10ウ〈立柱〉不登櫟（pu　teg
sag）P6dbng　seeng〈小屋を建てる＞264〈房柱〉格又不登桑（ca圭iou－一一）kaytiu　pado’9　sag＜家
を建てる木〉（Pお6ng，　pado’9〈建てる，立てる〉ぱ夫々接頭辞，　P6－，　pa一の附いた形。（21）
A．d6ng，　C．do’9〈立つ〉。又，　Cow細の比較語彙の中には擢1げられていないが，　s醗ng，　saDも．
モソ・クメール系の語である。（22）3ウ69〈河〉龍αyD）A．　kruen9，　C．　kraug〈川〉，7ウ174〈
柑子〉古怪（占：古轍）（ku　kuai）A．　kruet，　C．　kru66〈オレンジ〉，2ウ44〈×多〉羅（｝uo）A．
le，　C．16，玉6，01．γad〈多くの〉。　（尚，8オ〈降真香〉把納不格階，〈紫檀香〉把納格格随，
175〈波羅密樹〉把納格又に共通して現われる把納（pa　na）はA．　panal’h，　C．　pal2at’．　M．　panb”
〈波羅蜜〉に当るが，これはサソスクリットpanasa〈波羅蜜樹〉の借用語であってC◎wanの
ようにこれをモソ・クメール系の語とみなすのは誤りである。）これらの例において満刺撫館訳
語の編者はチャム語とアチェ語とのその類似性の故に漢宇の記入に際して強いて変更を舶える必
要もなかった。しかしインフオーマソトがチャム語アチェ語のいずれを報告したのかはこの例か
らのみでは分らない。
　次に，占城館訳語とは一致しないがアチェ語のモン・クメール系の語彙によつて引当てること
が出来る例がある。チャム語には当て得る語がなくアチェ諮を写したことが明らかである。2ウ
〈×小〉不吉（pu　tgi）A。　batjut，　tjut〈小さい〉，3オ〈下×〉撒，14オ〈下××〉的撒（撤
の誤字？）（ti　t§‘iε）A・dja’，　t6dja’〈行く，来る〉，5ウ〈秋〉不藍不黄（pu　lam　pu　zuaのA・
buleen　p6khueng（pe－khueng〈乾いた〉（23＞）〈乾燥させる月〉（この例に対してはチャム語pa－k｝囎
〈乾いた〉を当てることも出来る。但し，124〈秋〉不藍不勒bulan？），14ウ〈笑〉好（zau）A．
kh6鵜，　kiem〈笑う〉？（C。　khim〈笑う〉。倶し，394〈笑〉奔？），2ウ〈×吹〉波（pu◎）A．
pOt〈風が吹く〉，13ウ〈夫妻〉愛線（ai　siεn）？tj6n，　tjh6n〈愛する？〉（C．　khin〈欲す
る〉），又，15ウ〈髪〉楼（tsup）A．（bulbe）sua〈綿毛，むく毛〉もモン・クメール系とみなさ
れる。（24）
　IX。以上の例に対して次のようなアチェ語，チャム語に共通して現われる音韻的，形態的要素
は，両者に共通するマライ・ポリネシア語系の語彙と共に，満刺湘館訳語がいずれの書語を記録
したのかという推定を困難にさせる。それは以下の項霞においてみられるであろう。
　1．マライ語（その他，ジャワ・スンダ語など）に特微的な現象の一つに語根に接頭辞が附い
た場合，その間に起こる前鼻音化現象（nasale　Ersatz〈鼻音代償〉及びnasale　Zuwachs＜鼻音増
諏〉）がある。例えばマライ語surat〈手紙〉を動詞化する場合，接頭辞m6一を附けてmEnyurat
〈手紙を書く〉とするが，その際s一はny一に変ずる現象である。叫41〈写字〉に対して牛刺
と嶺てxあるのは（me一に当たる部分は脱寧？）menyuratを指していることに闘違いない（隅
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じくpa　325〈聴〉門能牙児m甑磁gar（＜me・tengar）〈聞く〉もそのような前鼻音化現象を写した
もの）。（25）しかし，アチ＝語，チャム語においてはこの現象が児られず，19オ525〈金葉表文〉罵
（占：八）答麻蘇痢（ma（pa）ta　ma　su　la）はA．　m6surat　6n（〈daun）厩寅〈金の葉に文書を
認める〉，C．　m6surak　patta（・一一サンスクリットpa㌻ta？）〈銅板に文書を認める〉のように（26）
A．m6－，　C．　m6一という接頭辞は語根に薩接附いている。（27）麻蘇嘱という漢字に対してA．　C．の
匿鯛をすることは難しい。しかし15オ〈多ミ〉麻答苦（ma　ta　k‘u）は明らかにA．　metangbh（〈
m6・tangさh）〈泣く〉を表わしている（cf．　Mal．　m6nangis〈m6－tangis．尚，401〈翼〉卓6auk
〈泣く〉）。㈹
　2．アチェ語，チャム語共に語のアクセントのない第一音節を脱落させる傾向が著しい。例
えば，A．　deng6（16ng6）～ng6〈聞く〉，　aR6’～n6’〈子供〉，　C．　dagan～gan〈と共に〉，
halau～litu〈頭〉（29）の如く。このような語頭音脱落（aphaeresis）の傾向はモケン藷，漂海民
語にも見られ，マライ。ポリネシア語の原初的な語根の形をむしろ諮頭音の脱落した形が示して
いると考えられるが，（39）現代譜にあって語頭を脱落させ得るものとさせ得ないものとの規則は明
らかでない。故に，訳語の次のような例において，漢字の脱字があるか否かを直ちに決定できな
い。3ウ〈江〉疾（70〈海〉緬）（tsi（si））A．　tas6’，　C．　tasik〈海〉，4オ76〈園〉方（faD）A．疑bon，
C．bo’n〈庭〉，12ウ13オ〈×人〉郎（｝ag）A．　ureeng，　C．　urap，　rag〈人〉（但し，占城館訳語
は317郎，又は，333，外で倭郎と記す）又，満刺加館訳語セこのみ現われる例として，8ウ〈虎〉猛
（meg）A．　rimu願g，　OL　rimao，　Bed．Chiong．　mu§n（3D，14ウ〈問〉通（t‘ug）M．　metam，　natam，
Ol・tun，　kutu篇，　b6kutun〈尋ねる〉，15ウ〈脚〉打駕（ta　pu）Ol．　po，　b6tampo〈足〉。
　尚，岡じ漢語に対して二種の漢字で記されている例がある。一語の漢字と二語の漢字とは，前
者が上述のような語頭音の脱落した形を記録したのかとも思われるが明らかではない。倶し，前
者はその漢語が単独で用いられる場合に多く現われ，後者はその漢語を含む成句中に現われるこ
とが多いのは注霞に価する。1オ〈天〉儀2オ〈×天〉嘱儀（1〈天〉嘱儀）（1a　i）A．　langbt，　C．
1agik，1オ＜雲＞pa　2オ〈×雲〉阿因（o　in）A．　awan（但し，チャム語は2〈雲〉夜阿因aih　agin
〈風の糞〉のようにawanに当る語ではない），1オ〈雨〉沽3オ〈x雨〉不沽（又，1ウ〈雪〉
胡沽も〈雨〉のことか？）（4〈雨〉胡沽）（pu　t§icm，　xu　一）　A．　hudl醗n，　udj6en．　C．　hujan．尚，
6オ〈今〉来6ウ〈今×〉胡阿（阿：胡来が正しい）（zu　lai）M．　kelai〈丁度今〉，更に，　gオ
〈魚〉流牙18オ〈魚×〉牙（！iou　ia）Bajau．（20＞d6iahは満刺舶館訳語にしか見嵐せない例で，チ
ャム語に当てることができない。
　3．アチェ語，モケン語において語末が母音で終る語を鼻音化して喝にする傾向があり，A．ta－
mue～tam6ng〈は入る〉，　bunga～bung6ng〈花〉，　M。　binai～bin曲9〈女，妻〉のように両
形が用いられる場合の外，　－pの附いた形に固定してしまったものもある。（32）そして現在ではむし
ろこの方が一般的な形となっている。例えばA．tanj6ng（＜tanja））〈尋ねる〉，　M．　anong（〈
Mal．　anu）〈何〉。（33）故に満刺加館訳語における次のような例に対して直ちにチャム語のみを当
てxしまうことは嵐来ない。12ウ323〈母親〉嬢納（ina）A．　inbng，　M．　bnong〈母〉，　C．三n6’
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〈母〉，13ウ363〈進貢〉魯麻答麻（占：答麻魯麻道麻）（lu　ma　ta　ma（一一一乞au－））A．　tamue（ta一
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m6ng）rum6h〈家をこは入る〉，　C．　tam◎’rumo’h　tauk　mo’h〈家には入つて金を置く〉，17オ
〈撒都細布〉看不阿必粗，468〈西洋布〉不鉄不阿に共通する不阿（pu　a）はA．　bμnga（bung6－
ng），　C．　bug6’〈花〉に当てることが出来る（全体の意味についてはX．1．を参照せよ），19ウ
539〈黄〉姑泥（ku　ni）A．　kunbng，　C．　kunik〈黄色い〉についても同様に考えることが出来
る。（34）
　4．アチェ語，チャム語共にconsonant　cluster（破裂音＋1，r）があり，次のような例において
それが現われる。3ウ69〈河〉龍（1yD）A．　krueng，　C．　kraug〈州〉，7ウ174〈柑子〉古怪（占二
維）（ku　kuai）A．　kruet，　C．　kru66〈オレソジ〉，7ウ176〈椰子〉古弄（ku　luD）A．　krueng
〈竜脳樹〉？，C．？，14オ374〈脆〉屈（占：快）壕（tg‘y（k‘uai）tuen）A．tr6n　klat，　C．trun
kh奨ai〈膝を落とす〉。又，満刺加館訳語にのみ現われアチェ語を写したと思われるものに，2オ
〈x影〉弄（lug）A．　klam，　Ol，　k首lam〈曇った〉，4ウ〈水深〉牙1敦（ia　tuen）A．i6　tr6n＜水が
下がる〉？，16ウ〈帯〉革衣（cai　i）k撤h〈ベルト〉。（35）
　5．ロ2〈日〉喰利（ha　li），53〈石〉巴都（pa　tu），399〈米〉不刺思（pu　la　s1）（39）に対して
マライ語のhari，　batu，　b6rasを妾てることは，その漢字音に対しても問題が起こらない。しか
し，稲，阿の1オ〈日〉仰不鋭（niap　pu　auei），3ウ〈石〉不頭（pu　t‘◎u），10ウ〈倉房〉不嘱揆
園（pu　la　sag　kuei）はその漢字音から見てもマライ語を写したのでなく第二音節が二重母音化し
た（又，マライ語語末の一sが一hに対応する）（37）アチヱ語のnjang　ur6e（3s＞〈日神〉，　bat6§，　bre－
eh〈米〉を当てたと考えるべきである。しかしこ2と同じ現象はチャム語においても見られ，
5〈日〉仰胡鋭yag　hur6i〈月神，お月様〉，63〈石〉不豆（pu　tou）batau，261〈倉房〉不鰯榛
の不嘲の部分brah〈米〉のようであって，満刺加館訳語の以上の例に対して，二重母音化（又，
語末の一h音化）の現象からアチェ語，チャム語のいずれを記録したのかという推定を困難にさ
せる。次のような例においてもそうである。7ウ178〈樹〉格又（cai　lou）A．kajbE，　C．kayau
〈木〉，9オ203〈猫〉苗（miau）A．　mi登，　C・mo’yau〈猫〉，13オ337〈奴魏〉阿的該嘱（胴該の
倒字？）（oti　la　kai）A．　ad6’（ad6e）lak6e，　C．ad6i　lak6i〈弟，又，年下の男に対する一般的呼
称〉。
　しかしアチェ語とチャム語とにおいて二重母音の現われ方は同じではない。例えば1オ〈月〉
仰不藍（niag　pu　lam）はA．　njang　bul6en〈月神〉よりもC。　yag　bulaR〈月神〉がその漢字音に
一致するけれども，この満剰加館訳語のく月〉に対して記された漢字は占城館訳語の6〈月〉仰
不藍と全く同じであるから，編者はそのような母音における違いを無視して，占誠館訳語の漢字
を満刺力口館訳語にそのまx使用したと考えざるを得ない。又，全く逆の現象が見られ，1オ〈雨〉
沽（1ウ〈雪〉胡法）（xu　t§lsm）はA．　hudj6en，　udjeen〈雨〉であってC．　hujan〈雨〉とは一
致しない。しかし占城館訳語において同じ漢字が用いられており（4〈雨〉韻沽），二重母音を含
む漢字の使われ方には何らかの規則性があるようには思えない。尚，次のような例があり，満刺
掬館訳語に占誠館訳語と全く跨じ漢字が用いられているが，以上の理磁によってアチェ語，チャ
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ム語のいずれかを明らかにし得ない。侭し，2オ35〈×中〉五（u）A．weeh，　C。　vih〈真中〉，
9オ243〈蛇〉虎劇1（Zu　la）A・ul醗，　C．幽，13ウ363〈進貢〉魯麻道麻（lu　ma　ta　ma）A．　tamu6
rumδh，　C．　tamδ’rumG’h〈家には入る〉，18ウ500〈金〉罵（ma）A．　m6th，　C．　mo’h，10ウ261
〈倉房〉不噺櫟国（占：不嘱桑）の桑（sag）はA．　s醗皿9〈小屋〉，　C。　saD〈家〉，8オ〈降真
香〉把納不格晒〈紫檀香〉把納格格廼175〈波羅密樹〉把納格又に共通する把納（pa　na）はA．
panath，　C．　panat〈波羅蜜〉，等は漢字音が単母音であることとチャム語が一致し，次の例も漢
字音が二重母音であることとチャム語とが一致する。4ウ194〈薗香〉格雁（占：革随）（cai　lou）
A．gahru，　garu，　C．　gahltiu＜沈香，　Aquilaria　malaccensis＞，9オ206〈兎〉打非（占：打伯）（ta
fei（pai））A。　tu凶くりす〉？，C．　tapai　〈兎〉，14ウ380〈起来〉答過（ta　kuo）A．　tega＜痘立
した〉又はtakrah（＜ta－krah〈起されて〉？（23）），　C．　taguauk（鰹し，　C．　tag醸，　tagokの形が
ある）〈起きる〉，16ウ460〈綾〉不鉄（占：不鉄見）（pu　t‘三ε）A・pat6’〈バティック〉・C・Pataih
〈網織物〉，12オ310〈皇帝〉波道主（占：波道）（puo　tau　t§y）A．　pδt6〈領主，殿〉，　paut6
〈王＞shah，　C．　putau〈王〉，8ウ199〈牛〉園莫（満：粥弄は誤字？20オ〈緑〉衣劇莫C．　aih
lamau〈牛の糞〉参照）（la　muo）A．16m6，　C．　lamau〈牛〉。しかL18ウ511〈銀〉必i嘱（p三la）
はA．pira’，　C．　pariakであってアチェ語に一致し，又，6ウ140〈明日〉不格不鋭（占：不格）（pu
cai　pu　4uei）A．　ur66　buka〈開く購次のH＞（39），　C，　paguh〈明日〉，2ウ45〈×多〉羅
（1uo）A．　le，　C．16，16，10オ〈王代瑠〉客甫（c‘ai　nam）A．　k益kura，　kura－kura，　M．　koia，　kala，　C．
kura〈陸亀〉，17ウ486〈肉〉羅Guo）M．圭o’lo’〈（貝の）肉〉？，C．　ralau〈肉〉，6オ〈年〉
（129〈時〉）革（cai）A．9δ，　M．1〈arn，　C．　kal（・・一一サンスクリットkala）〈時〉等はいずれにも一
致しない。
　しかしアチェ語とチャム語との以上のような母音の差は漢字音では区別し得なかったこと（特
にアチェ語一66一を含む語に対して）が編老をして満刺舶館訳語に占城館訳語と全く同じ漢字を
当てさせたのであろう。又，次のような両訳語に現われる例は単母音を含む例であるが，チャム
語のみならずアチェ語にも嘉てることが繊来，満刺加館訳語に記録された言語がアチェ語チャム
語のいずれであったのかの決め手が見出せない。3ウ64〈水〉牙（ia）A．　ie，　OI．　ya，　C．　ia，4オ73
〈地〉打納（ta　na）A．　tanδh，　C．　tano’h〈土地〉，7オ〈蘇木〉（186〈鳥木〉）格又瞭當（cai
iou　ha　tag）A．　kaj6e　hitam，　C．　kayau　hatam〈黒木〉（この場合，［冶はチャム語に合う），9ウ
215〈××尾〉一姑（iku）A．　iku，　C．　ikif〈尾〉，9オ209〈鶏〉悶怒（muen・nu）A・manδ’C，　mo’－
nuk〈鳥〉（但し，満は悶撒（－sa）とあり，怒が脱字と考えれぽman6’　sa〈一（匹の）鳥〉のことか），
12ウ322〈父親〉阿罵（oma）A．　ama，　C．　am6’〈父〉，1Sウ426〈口〉把八（pa　pa）A・babah
〈自〉，O王．　b6ba〈醤〉，　C．　pabah〈口〉，15ウ431〈手×〉打安（ta　an）A・tangan・C・taD6n
〈手〉，16オ＜x痛＞422〈×疹〉者納（t§iεna）A・djana〈災難・苦悩〉・C・　jano’k〈痛む〉・
19オ531〈文書〉蘇嘲（su　Ia）A．　surat，　C，　surak〈手紙〉，20オ550〈天青〉園儀衣陳（la　i三t§‘in）
A．三dj61angさt，　C．　hijau　laDil＜＜天青（空）（色）〉。
　X．満刺加館訳語はチヤム語を記録した占城館訳語を元として作成されたことが明らかである。
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そこにはチャム語によつてしか解けない語彙，会話文を多く含む外，音韻的，形態的講造もチャ
ム語のそれであった。しかし，それらの現象はアチェ語にも共通したものであり（又，それ故に
こそ編者は占城館訳語を元にすることが繊来たといえる）アチェ語を記録した可能盤も否定し去
ることは出来なかったσそのような満刺煽館訳語においてアチェ語，又，漂海民語によってしか
引楽てのiM来ないような語彙がある。
　この訳語の編者はチャム語とアチェ語との上述のような類似性に気付きつXも，又，その言語
差にも注厨していた。それは次のような例によつてうかがい知ることが出来る。
　1．一つの漢語の例に対してチャム語及びそれと播じ意味を持つアチェ語，モケン語を当てた
例が，占城館訳語と比較することにより判明する。一種の剰語的用法であるが，このような云い
方を実際にしていたかどうかは甚だ疑わしい。6ウ〈短衣〉失空乙セ（§ik‘ug三rr・iε）において失
空はBajau．　sangan〈夜〉，又，乙も131〈夜〉乙（倶し，チャム語では当て得る語が見出されて
いない）によって両者が〈夜〉を表わし，セはM．nさk〈小さい〉，C．　nal＜＜短かい〉（400〈短〉
ゼ）に当る。同様に，8オ〈大楓子〉弄者格（又が脱字？）弄Gug　t§iεCai（iou）lue）A．　raja，　raje’
〈大きい＞kajさe〈木〉にC．　praug〈大きい〉（47〈×大〉弄）が附いたもの。10ウ〈倉房〉
不鋼櫟国（pu　h　saD　kuei）A．　br醗h，　C．　brah〈米〉，　A．　s詑ng，〈小屋〉，　C．　s39〈家〉，
即ち，〈穀倉〉に更にM．akang（D（．3．参照）〈部屋〉を舶えた（261〈倉房〉不鯛桑）もの。
17オ〈撒都細布〉看不阿必粗（k‘dn　puo　pi　ts‘のc．　khan〈布〉（475，476〈×手巾〉港），
A．bunga，　C．　bUPO’〈花〉，郡ち，〈花（模様の？）布〉に更にMpecha〈布〉（但し，465〈布〉
必相（粗の誤字？）があり，チャム語では当て得る語が見出されていない。恐らくM．からの借罵
語であろう（4c＞）が附いたもの。21ウ〈像姓甚籔〉喀勒波及阿南（ha　lei　puo　tgi　Q　nam）C．　halei
〈何〉，A．　Pユkri〈どんな〉，　A・nama，　nan，　C・no’m，　n6’m，　agan〈何というどんな名前〉
（585〈像姓甚籔〉海及阿南hagaik　agaR〈何という名前〉）もそのような例であるQ
　2．占城館訳語で用いられている漢字を出来るだけ罵いて，正確なアチェ語音を写すことより
も占城館訳語の漢字に若干の変更，追加を行うに留めたと考えられるもの。1オ〈雷〉胡浪（xu
h9）A．　gur6h　（3〈雷〉浪gram），1オ〈雲〉因2オ〈×雲〉阿因（o　in）A．　awan（2〈雲
〉夜阿因aih　agin〈風の糞〉），2オ〈雲遮〉阿因不考（一一pu縛3）awan　p輌ang（〈pe－tjang
（21・）〈雲が（太陽を？）切る，横切る〉（30〈雲遮〉夜阿因者aih　agin　6ap〈雲（＝風の塁（t）が隠
す〉，6オ〈熱〉八答恰（pataha）A・P6d6h〈ひりひりするように辛い，熱い〉（135〈熱〉
八答pidiak），13オ〈絆子〉魯郎（lu　laij）A・ureeng　l6ma’〈太った人〉（349（絆子〉倭郎魯
麻uraD　lu瓢o’K）この例は全く行き過ぎた省略である。恐らく次の例への類推かと思われる。13
ウ〈慶子〉郎黎（laD｝i）A．ureeng　liユ〈臆病な人〉？（350〈慶子〉倭郎黎注uraD　livag〈や
せた人〉），16ウ〈帯〉革衣（cai　i）klafh〈ベルト〉（458〈帯〉把阿革羊phit　ka1n〈腰ひも〉）．
19オ〈金葉表文〉罵答麻蘇鋼（ma　ta　ma　su　la）A．　mEsur・」t　6n（＜daun）　mefa＜金の葉に文書
を認める〉（525〈金葉表文〉八箸麻蘇劇m6surak　patta〈銅板に文書を認める〉）。
　獲．以上のように占城館訳語と共通した部分が多いにもかxわらず，又，共通しない都分も少
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なくない。それは語彙的な面に限られるけれども，編者，又は，イソフオーマントのチャム語以外
の現地語に対して持つていた知識の限界を示すものといえよう。以上の各章においても占城館訳
語とは・一致しない満刺加館訳語の例を掲げてきたが（畷．，IX．1，2，4．を参照せよ、，それ以外の
例としては次のようである。1オ〈星〉不撒（pu　sa）M．　bitoa〈星〉，1オ〈風〉阿撒因（o　sa
in）A・angさn〈この撒という漢字がここにある理由は全く分からない），1ウ煙〈満粥〉（mueen　la）
？qD，2ウ〈H寒〉仰不鋭収（niag　pu　7tuei§iou）M．　yang　alol　chengさm〈日神（お日様）が寒
い〉？，3オ〈風来〉阿撒因過（一一kuo）M．　angin，　angさn，lakau，　makau〈風が行く，来る〉，3
オ〈爾住〉沽過（t§i鋤一）M．kujan～〈爾が～〉，3ウ〈山〉定（tig）Billiton－Maieisch・（42）ke【れatang
〈丘〉？，3ウ〈海〉巨（t＄y）M．teau，　Toba　Batak．　tao〈海〉，4オ〈石橋〉不頭高高（pu　t‘ou
kau　kau）Ol．9酊6ta’bgto，b（5tu〈石の橋〉？，4オ〈浪〉牙非（la　fei）A．　umba’〈波〉（47），4
ウ〈×上〉刀（tau）A。　atdeh〈の上〉，4ウ〈×前〉別邦（邦は那の誤字？）（piεna）A・penab
（〈P6－nab〈前〉）〈前にして〉，4ウ〈×辺〉像（ni）M．　dan三〈近い〉？，4ウ〈水清〉牙素
衣陳（ia　su　i　t§‘in）A．　ie　dj6h　idj6〈その水は青い〉，5ウ〈夏〉不藍不素（pu　1am　pu　su）A・
buleen　pitj6’〈狭い月，　mus6m　pitj6’〈狭期〉というのが普通。田に稲が植っている期間〉，
6オ〈時〉換（Xu（ren）M．　ho且く回，度，　teloi　hon〈三圓＞＞？，6オ〈書〉中（t§ug）M・
ch崩g〈光，昼闘〉，6オ〈夜〉失空（§i　k‘uD）Bajau．　sangan〈夜〉，6ウ〈明年〉呑阿不革
くt‘en　O　pu　cai）A．　thOn　buka〈開く年，次の年〉，7オ〈松〉恰陰（ha　im）M．　kaun〈竹〉
？・7オ17ウ〈米〉珠（t§y）M。chon〈飯〉？，8ウ〈獅〉警農（ceg，　tBig窺ug）U．　Kel・疑瓢on
〈虎〉卿？，gオ〈猪〉背蘇（pei　su）A．　buj　dj6h〈その豚〉，9ウ〈黒猿〉夜不喘（is　pu　t‘1）
A．butin，　buting〈猿の一一・f＄〉（19ウ〈黒〉夜不（但し，楽て得る語を見出せない）であるから不が
一字脱字），10オ〈満刺加国〉沖弄（莫の誤宇？）阿曖蘇不鉄（t§‘ugrr・・uoolasuput‘1診）A・Pat6’
Sri　Mahradja〈皇帝，陛下〉（←サンスクリツトgri　maharaja）？，10オ〈衛門〉格落（cai　lo）A・
kadjuran（4a），12オ〈鍋〉満輌（mucen　la）Karo　Batak．　b61anga〈浅鍋〉？，12ウ〈兄弟〉阿愛
く◎ai）M・oo6，　uui〈弟，妹〉，13ウ〈嬬娘〉除愛別利（§iεai　piεIi、C・saal〈兄〉，　A・baih§，　M・
balui〈やもめ〉，即ち，〈兄のやもめ〉？，14オ〈寵〉屈徽（tg‘y　tuen）A．　tr6n　klat〈膝を落とす
〉，14ウ〈吃箆宴〉八堅客闊（pa　tgiεn　c‘ai　nuu）A．mak蕊n，　M．　makan？〈食べる〉（但し，語
頭音が合わない），15オ〈歓奮〉恰劇陰（ha　la　ha）A．　haroth〈優雅な，結構な〉，15オ〈頭〉
阿直（oi§1）A・uta’〈脳〉，　M・otak〈頭〉，15オ〈鼻〉動（tug）M・yong，　A・id6ng，　Ci・　k619ng9
〈鼻〉，15ウ〈舌〉答恰（ta　ha）A．　lidah〈舌〉，15ウ〈手指〉打安胡六（六胡の倒字？）（ta　an
liou　Zu）Bajau．　erike　tangan〈手の指〉，16オ〈血〉流（liou）Bajau．玉ahah，　A．　darah，　M・darak
〈1血〉，16ウ〈綿〉花花鉄（zua　xuaも‘iのOl．　k蕊abu〈木綿〉？，19オ〈訟書〉翔給阿如（pai
haoay）A．b醗K読む〉？。又，「数鶴門」については占城館訳語と一部分一致するが，アチ
ェ語とチャムとを対照しながら掲げる。20ウ〈一〉吉（tBi）A．　t61hξ，1h蕊く三〉の誤？（560〈三
〉【魎klau〈三〉），〈二〉坐（tso）A．　dua（559〈二〉坐dgit），〈三〉撒（sa）A．　sa〈一〉の誤？
（558〈一〉撒sa），〈四〉罷（pa）A．　P§琶t（561〈四〉罷pak〈四〉），〈五〉麻黎（黎麻の倒宰
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？）（ll　ma）A．　limbng①（．3．参照）（562〈五〉黎麻lim6＜iEl＞），〈六〉竹（1永（ni）又は悠
（nim）の誤字？）A・nam（563〈六〉繭nam〈六〉），〈七〉的竹（ti　t§lou）A・　tudj6h（564〈七〉
底竹tijuh〈七〉），〈八〉坂答（箸坂の倒字？）（ta　puan）A．　Iapan（｛Eし，語頭音が舎わない）
（565〈八〉打鋼板dalapan），〈九〉劇手（手嘱の倒字？）（§iou　la）A・sikureeng（566〈九〉撒粥
板salapan），〈十〉撒不魯（sa　pu　lu）A．　sip16h（567〈十〉撒不魯sa　pluh），〈百〉撒醐（sa
la）A．　sir6t6’ih（568〈一百〉撒謝多sa　ratuh），21オ〈干〉阿劇（o　la）A．　r三bさe（569〈一千〉撒
辣1瓢sa　ribau），〈萬〉撒都（sa　tu）A．　siia’sa（←サンスクリットiak§a）（570〈一萬〉撒鋼慢sa
tamo’n）。しかし満刺力目訳語の「数欝門」に使われている漢字には上記のように行違え，倒字と
思われるものが多く含まれており，その漢字音とアチェ語音との関係においても正確を期し難い。
　尚，満刺加館訳語と占城館訳語とに共通した漢語，漢字のうち，Edwards及びB王agde助ミ占
城館訳語で解くことの出来なかった語彙を，アチェ語，モケン語によって引当ての出来る例があ
る02オ〈×長〉襖（au）A．‘δh〈長さ〉（399〈長〉襖），3ウ〈井〉莫（muo）M．　bo〈井戸〉
（66〈井〉莫），4オ〈村〉敷方（au　faD）A．　umδng〈田〉？（78〈村〉赦方），6オ〈今〉来
（lai＞M。　kelai〈丁度今〉，　Mantr．Cast。　klai礁e〈今〉（45）（136〈今〉来），7ウ〈紅藤〉山出者納
（§alt　t§‘y　t帥na）？M・chana〈香水の一種・沈香〉（尚，2オ〈紅雲〉山出阿因から〈紅〉
山出であるが，当て得る語は不明）（187〈紅藤〉線老納）。㈹
　羅．満刺加館訳語における借用語としては，次のものを認めることが出来る。12オ〈皇帝〉波道
主（puo　tau　t§y）A・P6te　shah〈殿下〉一・一ペルシア語shah，19オ〈文書〉蘇痢（su　Ia）A．surat
＜手紙＞ivアラビア語s全rah，サンスクリットからは7ウ〈薗香〉格随（cal　lou）A。　gahru，　garu
〈沈香〉・・“agaru，　aguru，7ウ〈花椒〉阿嬌香波来〈胡椒〉阿セ嘲不来，8オ〈蘇合油〉郎愛慢
呑波劇に見える波（不）来（嘲）（puo（pu）lai（ia））はA．pala〈肉萱薙〉←phala〈果実〉，8オ＜降
真香〉把納不格晒く紫檀香〉把納格格晒に見える把納（pa・na）はA．panath〈波羅蜜〉←panas3，又，
マライ語からのものとして15ウ〈腰〉擬羊＠Hユ9）Mal。　pinggang〈腰〉（cf．　A．　k6’ieng，　kl’i甑9，
M．keiang〈腰〉），17ウ〈塩〉海劇（Zai正a）Mal。　garam〈塊〉（cf．　A．　sira，　M．　ch61a〈塩
〉），次のような語もマライ語起原と考えられる。7ウ〈鳥劉尼〉園儀格又邦蘇（蘇邦の倒字？）
（la　i　cai　iou　su　pag）A．　kajbe　langht　sepeeng〈天木（蘇木）〉←Mal．　s6pang，8ウ〈豆藏〉
句甲（阿：白甲）（tBy　t¢a）（pai→A．　gapulaga，　gapunaga，　kapulaga〈白豆薙〉←Ma1．　k6pulaga，
p61aga（但し，漢字音にはうまく当らない）。更に中国語の影響は最も著しく現われている。漢語に爾
いられた漢字をそのまL対訳語にも使用した例（その漢語に当て得る適嘉な現地語がなかったか，
又は，編者が知らなかったのであろう）は，11オ〈墨〉黒（阿二墨）（rr．　ei），13オ〈銀匠〉利匠（18ウ
〈鐵〉利，〈銀〉必嘱よりこの利は必嚇の記入違い），〈木匠〉格又匠（tsiag）の外，漢字を認すの
に用いられた漢字の漢字音（又は，それに近い漢字音）をそのま堵己入した例がある。8オ〈沈香〉
（t§‘im）幸格tW　A・gahru〈沈香＞gig，8オ〈丁香〉（tig）天格随A・gakru　t‘iεn，8ウ〈没薬〉（mu）
末蘇muo　su（蘇は不明。　A．dj6h〈その〉？尚，ペルシア語mor，アラビア語murrがその語原），
18オ〈醤〉（tsiag）生§eg，14ウ〈萬歳〉（vuaの慢慢呑A・th6n〈年＞man　mansヱ8ウ＜銅＞
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（t‘uD）董tuD，18ウ〈錫〉（s玉）漱¢iε，18ウ〈琉珀〉（Xu　p‘ai）古伯ku　pai，18ウ〈水晶〉（－tsiD）牙
人三aQin，この最後の場合，牙Ga）は漢語の水の部分をA．　ie〈水〉と直訳し，人（zin）は晶の音
に似せたものと考えられる。水晶をその字面によって液体の一種と感違いしたのであろう。（⑳
　尚，語順についても漢語の語順をなぞって鰐訳語を附けるのが普通であり，例えば，iウ〈清
天〉衣陳不儀（痢儀？）はそのまxA．　idj61angさtとし，2オ〈天影〉仰不鋭葬はA．　njang
ur6e　klamに当てることが出来るが，前者はアチェ藷の語順としては当然langさt　idj6〈青い天
〉でなくてはならず，後者については漢語の語順と偶々一致して〈お日様が陰る〉となった如き
である（前者のような例の場合に際して，これまでの記述においてはそのことを一々指摘せずに
アチェ語，モケソ語の語順に従つて掲げた）。しかし示された漢語に対して二つ以上の単語を用い
た成句によってしか訳せない場合，本来の語順が現われている。5ウ〈秋〉不藍不黄A．bul6en
pekhueng〈乾燥させる月〉，9ウ〈鳳鳳〉真不刀A．　tjitj6m　Pδt6〈皇帝の鳥〉等。
　本稿は満刺加館訳語解明のためへの一つの接近である。本稿によっても訳語の内容の凡てが明
らかになったわけではないo不可解の要素がまだ数多く残されている。こsに引合いに出された
だけの例をもって漢字音に対する対音を決めることも甚だ危険であると思われる。特に満刺加館
訳語は占城館訳語を元にして作成されたことが明らかであり（又，そのようにすることを可能に
したのは，語彙的，形態的，音韻的にチャム語と類似したアチェ語がその対象となった言語であ
ることも明らかにした）占城館訳語の班究がまず行われなければならない。しかし占城館訳語と
共通しない部分の例についてアチェ語（モケソ語）音と漢字音との関係を若干問題にするならば
次のことがいえるであろう。
　i．漢字音一D，－n：アチェ語音ゼロ（又は，－h），及び漢．ゼロ：A．－9，－nが例外的に現われる。
〈髪〉櫻（tSUD）：A，（bu1さe）sua〈むく毛〉，〈雷〉鵡浪（－lag）：A．　gurbh〈雷〉，〈猿〉
不噛（一一t‘i）：A・butin，　buting〈猿〉，〈遮〉不者（－t§iε）：A．　P6tjang〈横切る〉，〈房〉
国（kuei）；M・akang〈部屋〉，〈米〉珠（t§y）：M・chon〈飯〉等。
　原則的には，漢．－9：A．－ng，－n，一瓢o
〈人〉舞（lug）：Aur醗ng〈人〉，〈問〉通（t‘UD）：Ol．　tUR〈尋ねる〉，〈影〉弄（IUD）：A．
kiam〈陰る〉等。
　ii．漢．の無気音・帯気音の区男弓はA．の無声音・有声音の区別に関与しない。
〈石〉不頭（pu　t‘ou）：Abatbe〈石〉，〈皇帝〉波道（puo　tau）：A．　P6t6〈殿下〉，〈青〉
衣陳（it§‘in）：A・idj6〈青〉，〈雨〉油（t§bm）：A．　hudjeen〈雨〉等。
　iii．漢．の摩擦音・破擦音を同一音を表わすために混同して用いることが著しい。
〈寒〉収（§lou）：M・chengbm〈寒い〉，〈布〉必粗（－ts‘u）：M．　pecha〈布〉，〈叢〉中
（t§ug）：M・chbng〈昼聞〉・〈小〉不吉（－tBi）：A．　batjut〈小さい〉等。
　lv・漢。の1：Aの1・rが原期であるが，漢．1一がA．　kl－，　kr－，　d一に当ることもある。
〈蛇〉虎劇（－Ia）：A・ul醗く蛇〉，〈米〉不鵬：A・br蕊h〈米〉，＜河＞ee（lug）：A．　kru6ng
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〈州〉，〈影〉弄（1ug）：A．　klam〈陰る〉，〈魚〉流牙（liou－）：Bajau．　d6iah〈魚〉等。
　v．A．の末尾子音（－t，一’，－b）は漢．では現われない（当時の北京音では末尾子音は既に消失し
ていたからである）。
〈前〉別那（－na）：A．　P印ab〈前にして〉，＜天＞1刺儀（－i）：A．　lang就く天〉，〈浪〉牙
非←fei）：A．　umba’〈波〉等。
　vLA．の末尾子音一hに対して漢．では蛤を用いる傾向があるようだが例外が多い。
〈熱〉八答恰C－ha）：A．　ped6h〈ひりひりと辛い〉，〈舌〉答恰：A．　lidah〈舌〉，〈七〉
的竹←t§lou）：A・tudj6h〈七〉，〈十〉撒不魯（－1u）：A・sipl6h〈十〉等。
注
（1）石田幹之助「女真語研究の新資料jl纂原博±還暦記念東洋史論叢』昭和26年○氏の所謂丙種本の内，編葉
琉本には満刺加館訳謡が欠本となっているが，岡本から内藤艶次郎氏本を経て副本の作られた京都帝圏大学本
には灘刺加が含まれている。故に稲葉氏本に欠本とあるのは訂正を要する。
（2）稲，隣は共に京都大学文学部図書館蔵。pはE．D。Edwards　and　C．○．Blagden：AChinese　Vocabulary
of　M旦lacca　MaiaアWords　and　Phrases　coliected　between　A　D，1403　and　1511（？）．　BSOS　6，1930～
2，p．715～49，静は泉井久之助「阿波本・静嘉堂本満刺潴館訳語の数濤門について一」『姥較欝語学研究露　昭
和24年によるo
（3｝嗣様の趣旨は浅洋恵倫氏によっても述べられている（「校本撮本語jr安藤教授還麿観賀記念論文集』昭和
ユ5年）。このpaの奥付によると，嘉靖28年1月（1549年）に捌木が校正したことが分かる。一方，1303年のマライ
語（H．S．Paterson：An　Early　Malay　Ins：ription　from　Trengganu．　JMBRAS　2，1924，　p．252～8．），
1521～1522年のマライ語（C．O．Blagden；Two　Malay　Letters　from　Ternate　in　the　Mo海ccas，　written　in
1521and　IK22．　BSOS　6，1930～2，　P．87～101．）及び，1521年のP三gafettaの語彙集（A．Bausani：The
first　Italian－－Malay　Vocabulary　by　Antonio　Pigaξetta。　Ea得t　and　West，　New　Series　11，　p。229～嘆8．）
等によってpaの出来た頃のマライ語と現代のマライ語とは語彙的，音音顯勺に殆んど差がなかったことが分かるQ
（4）16世紀初，ポルトガル入Tom6　PiresはParamj　curaと記した人物。　Tom6　Plres：Suma　Oriental・
臼本語訳トメ・ピレス陳方諸国記』大航海縛代叢書V，1966年10月。
（5｝予は明らかに干の誤字であろう。Tom6　PiresはChaquem　Darxa，　Xaquem　Daraxaと記すQ母｝斬≧に
対しM　uhammaδを当てることが行われているが，この漢字に対してM6gatを当てる方がより相応わしく
思われる。m6gatは母方がヨ三・貴族，父方が鋭間人の出である場舎の子に対して附される称号。　shahはペル
シヤ語sh「dhに由来し，〈主，圏王〉のことであるが，ギ明史譲に「（永楽）12年王子母幹撒干的児沙来朝
告其父1言卜」とある如く，僑称であってmaha　raja〈大ヨ三〉に対して嗣子がraja　mudaと呼ぼれるのに等し
い。尚，ParameswaraとIskandar　Shahとはその名前をヒンドウー名からイスラム名に代えただけで岡一
人物とみなすSejarah　Melayuの記述に従った説（例えばR．Winstedt：Malaya　and　its　History．　London，
P．34．，H．Ahmad：S6jarah　Tanah　Melaアu．　K61antan，1964，　P．　24．等）と「開史」の記述に従った別人
鋭とがある　（例えばC．P．Dartford：AShort　I÷listory　of　Malaya．串麟語訳『馬来史略』繕加妓，1959年，
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18頁等）が，筆春は後述するように後の誕を採用したいと思う。
（6）μ128〈樹香〉讐麻児のように岡じ瀧字が見える○又，壌33〈乳香〉更地魯干に対してEdwards及
びBlagdenは不明としているが，ローマの入Lewis　Wertemanns（Ludov三co　di　Varthema）はその旅行
記（1510年）中，マラツカの産物としてSandiliumと寵したもの（Sir　F．　Swettenham：British　Malaya．
New＆Revised　ed．　London，1929，　p，15～16．）で現代語では廃れたがく純度の高い透明な樹脂＞sindarus
を指したものとすれば，撮都嬢醐もこれに当てることが撚来る。但し，更地魯干の干は駕，又は，巳の誤字で
あろう。尚，伯希和著1馬承鈎訳『鄭豹i下西洋考』台北，中輩毘園51年，113頁参照。
　又，慕靖16年（1537年）黄衷編『海語』　「満刺舶」の条に現われる語彙，「姑郎伽邪，総和達，恰剰」は獄
1〈天〉安鰐Al｝ah〈神〉，口294〈老爺〉鳥郎加亜orang　kaya〈金持ち，高欝〉に当るものであり，
「南和達」はnakhoda〈船長〉のことQ
（7）但し，年代を詑したものとして清の呂維棋揖『四訳館貝IJ』があり，その巻之七「属韻」には十館の名が掲
げてあるが，満刺加は含まれていない。
（8｝以下に述べるように満刺舶館訳語は15世紀初頭に作られたと考えられるから，その時代に鰻も近い漢字鷺
の資料として正統7年（1442年）の『麟略易通』を参照すべきだが，利矯し得る研究結果はまだ現われない。
本稿では元の泰定元年（1324年）に成った『巾原音絹』を当時の北京音を示すものとして，趨蔭巣著『中原音
韻研究』上海，1956年重版によりつx（）の中に記入する。本稿では印刷の都禽上，愚蔭業の表記法の一一’＄
を改めた。尚，『中原膏鋤は北京音を表わすものであるが，『躍略易通』は純粋の北京音ではない。後者に
は護北京音にない「入声音（？）」があるが，「韻母」に関して両者はek　x“等しい。愚蔭巣上掲欝26頁～，趨
蔭巣ゼ等韻源流』上海，王957年，119頁～参照。
｛9）占城館訳語は，漢字の若干の不一致を除いて，阿とpaとはその分類，配列を同じくする（石田氏上掲論文
では稲にも占城館訳語が存在するとなっているけれども，京都大学文学部蔵の写本にはそれを欠く）。　Pをチ
ャム語で解いた論文として，E．　D．　Edwards　and　C．O．Blagden：AChinese　Vocabulary　of　Cham　Words
and　Phrases．　BSOS　10，1939，　p．53～91．この論文においてチャム語がインドネシア語とモソ・クメール
語との奇妙な混成語であることに言及しつx，この訳語をチャム語で解いている。尚，浅拝氏は上掲論文で静
の満刺頒館訳語はチャム語に近いと云われている。又，E．D．Ross：New　Light　on　the　History　of　the
Chinese　Oriental　College，　and　a　16th　Century　Vocabulary　of　the　Luchuan　Language．　T’oung　Pao
ReS6r．，　T．釈，1910，　p．693．においてロの占城館訳語はアチェ語に近いと述べている。
　尚，占城圏は1402年頃から大越国の侵略によってその勢力を失い始め，1471年には亡ぶ。故に占城館訳語の
成立は満導毒加館訳語の成立（14G5～1414年）よりも早かったと考えることが妥当であると思う。
（10）成句として例が出ている場含，本章に関係のない灌語の部分は×を記入する。
（11）不来にっいての説明は灘・参照。
圃　泉井教授上掲書111頁。
Q3）（2＞に掲げた資料からもそのことは確実であろう。
｛14　占城国は15世紀にジャワ，マラッカ等との交渉があった。伝説によれば，ジャワのMajapahit王圏の最
後の王1〈6rtawljaya（1447～錘51年）の妃は占城国の回教徒であった（W．　Fruin－Mees：Geschiedenis　van
∫ava．　Deel　H．Weltevreden，1920，　P．4、）o又，　S6jarah　M6iayu，§21．には，最後のC短mpa王に
Shah　Indera　Berma，　Shah　Pan　Llngと呼ばれる二人の王子がおり，後者はAcheh王の源となったが前
者はMelakaでSultan　Mansur　Shah（1459～1477年）の寵愛を受けて大臣に任命され，又，圓教に改宗した。
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彼がMelakaにおけるChempa人の源となったとある。尚，注欝すべきは占域館訳語の中にマライ語からの
借用語と思われる語が若干冤出されることである。恐らくマラッカとの頻繁な交渉の結果，もたらされたので
あろう。167〈豆〉不的（Mal．）P6tai＜一種の豊科植物Parkia　speciosa＞，185〈蘇木〉格又蘇邦kaynu
（Mal．）sepaD＜蘇木Caesalpinia　sapPan＞，188〈豆魁〉白粥甲（Mal．）kapulaga，　k6pulaga，　pelaga〈白
豆薙A聡omum　Cardamomum＞，465〈帯〉必掘（租？）（Moken）（ユ6＞pecha＜cloth＞（Mal．）P6rcha
くぼろ〉？，240〈亀全〉奔牛妓勒（Mal．）p6nyu〈蛾瑠〉（Cham）kurli＜tortoise＞。
働　トメ・ピレス上掲書，特に380頁以下。
U6）Celateはマライ語s61at〈海嫉〉に由来し，現在，　orang　laut〈海の人，漂海斑〉と呼ばれる。イン
ドネシア近海の沿摩においてその分帯範閥は依いが，その中でも有名なものにメルグィ諸島のMoken人（
ビルマ人はSalon，タイ人はChao　Namと呼ぶ），マライ半島及びスマトラ島沿爆の狭義のOrang　laut（
Moken人はLontaと呼ぶ），カジマンタン島・セレベス島沿彫からスールー諸島にかけてのBajau人がある。
彼等はProto－Malay族に属し，欝語も互に類似しているQ
　尚，『明史藩巻324列伝第212　「三仏辮伝」　（現在のスマトラ島パレソバン）の条に葬部領陸居，謙疑紫水
居，編筏築室，繋之於椿，水滋刷筏浮，無沈溺患，欲徒翔抜藩表」とあり，又，『藏涯勝覧」奮港（パレンパ
ン）の条にも同様の記述があるが，いずれもorang　Iautのことを指したものと考えられる。
Q7＞パセ～国とは，現在のスマトラ島アチェ地方にあった古岡である。　r明史』巻325列伝第213　「蘇門答刺
伝」には「風俗類満刺加，懸獄後国名白唖轡」とあり，又，『灘涯勝覧毒「蘇門答刺瞬」（上掲の『明史』に
記されているように蘇門答刺はスマ5ラ全島を指したのではなく，亜齋（Acheh）を指す）1こは「言語書寵婚喪
穿伴衣服等妻，皆与満刺加国相同」とあってアチェとマラッカとは風俗のみならず言語も同じであることを記
している。しかしアチェ語とマライ語とは「根岡」一とは云えず，当暗マラッカにおいてアチヱ語が優勢に胴い
られていたことを示していると考えられる。尚，郵瀕涯勝覧』岡条には現地語として「購爾鳥（縄は焉の誤字？）
　（tu　r　iεn），俺抜（am　pa）」が出ているが，央々，アチェ語のdrl㌫〈ドリアソ〉，　mamplam〈マソゴー〉
　（cf・Mal．　durian，　mangga）に当てたものと思われる。
（捌　アチェ語の記録はさほど多くない。最古の資料としては1713年のものがある。P．Voorhoeve：Three　old
Achehnese　Manuscripts．　BSOAS　l4，1953，　P．335、345．又，　W．　Marsden：The　Hist◎ry　of　Sumatra．
London・1811・P・203にはアチエ語の語彙が若干載せられてある。ttそれらの資料からは音韻的・語彙的に
現代語との差が殆んど認められない。
⑬　H．K．」．　Cowan：Aanteekeningen　betreffende　de　verhouding　van　het　Atjbhsch　tQt　de　Mon－Khmer－
talen．　BKI　104，1948，　P．429～514．
⑳漂海罠の言語のうち，Moken語はM．Blanche　Lewis：Moken　Texts　and　WQrd－list，　A　Provisional
In’terpretatioB．　Federation　Museums　Journal　Vol．　IV，　New　Series，　Kuala　Lu即urジ196G．を，　Orang
laut　語は：H．1く二tih王er　：Ethnographische　und　l三nguist三sche　Studien　von　den　Orang　laut　auf　der　Insei
Rangsang　an　δer　OstkUste　von　Sllmatra．　Anthropos　Band　XLI－－XLIV，1946～9，　P．1～31，757～785，
を利胴する。尚，Bajau語についてはA．R．Wallace：The　Malay　Archipelago．　New　ed．　London，1922，
　p．468～493．に附けられた比較語彙で59の諸言語のうちの一つとして記録されたものを用いる。又，Acheh
語はR．A．H．Djajadlningrat：Atjさhsch－Nederlandsch　Woordenboek・Batavia，1934．，　K．F．H．　van　Langen：
Woordenboek　der　Atjehsche　taal．’s－Gravenhage，1889．，　Cham語はE。Aymonier　et　A．Cabaton：
Di・t三・Rn・i・e　e・rn－F・ang・三・・P・r三・，1906．による・但し，　A・heh語・Ch・蠕は・鋸法のマ部を改めた・
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⑳　A．pe－　（唇音の前でpu－），　C．　pa一はいずれも語根に附いて使役形を作る。　Cowan．　op．　cit．　p，435．
A．C．共に前鼻音化現象を起こさない。双．1．参照。尚，泉井教授上掲書128頁以下。
⑳W．W．　Skeat　and　C．O．Blagden：Pagan　Races　of　the　Malay　Peninsula．　Vol．K．London，1906．の
巻末に附けられた比較語彙，House．153．の項を参照o
㈱　A．t6－　（ta→，又，　C．ta一は語根に附いて偶発的な受身を衷わす。　Cowan．　op．cit．　p．435，
⑳　Skeat　and　Blagden．　op．　cit．　Hair。1．の項参照，
125）　Pigafetta．　op．　cit．　No．271．　al　scrivere　：magnurat参照o
㈱　Edwands　and　Blagden（1939）op．　clt．はチャム語に対してsurak　patta　mo’h〈金の平板の文書〉と解
する。
伽　A，mを（唇音の前でmu－），　C．　mδ一はいずれも語根をこ附いて再帰，縮互の意味を持つ動詞を作る。　Cowan．
op．　Clt，　P．436．
28）但し，モケン語，漂梅民語にはマライ語的な前鼻音化現象があり，これらの欝語が語彙的に満刺加館訳語
に影響を与えたとしても，その形態部は及んでおらず，アチェ語に借用語を供給したに留るQ
（29）　尚，K．F．H．　van　Langen：Hユndleiding　voor　de　beoefening　der　Atjehsche　taal．’s－Gravenhage，
1889，P．14．，　E．　Aymonier：Grammaire　de　la　langue　chame．　Saigon，／889，　P．39，Cowan．　op．　cit．　P．433．
参照。
（30｝泉井教授．ic掲雷122頁以下。
（31｝Skeat　and　Blagden．　oP．　c三t．　Tiger．138，の項参照。
｛32｝　Cowan．　op，　c三t．　p．459．
㈱　この現象はインドネシア語派に属する諸欝語に広く行われたようである。倶し，その行われ方は一様では
ない。例えぽMaL　bintang〈星〉はM．　bitoa．　C．　batukの形から生じたものである（尚，　bitoaを原初的
な語根の形とみなすこと轟来ない。Ahtiago．　t6i，　Matabello，　t6三n〈星〉（Waliace．　op．　cit．参照）から更
に二つの意蜘約な要素から成つていることが分かる）。又，ジャワ藷（Ngoko）の数詞，　Ioro〈二〉，　telU〈
三〉，papat＜四＞etc．が限定的に用・・られる場会，－ngをとってrong　taon〈二年〉，　telong　djam＜三時
間〉，patang　etc．となるが，カウィ語の小辞一ng〈～の，その〉と関係があるのか，単なる発帝の傾向なの
か明らかではない。
（34）Bouton．　makun三，　Masaratty．　koni，　Teor．　kSni〈黄色の〉（Waliace．　oP．　cit．参照）。
鱒　D（．2．セこ述べたような語頭音脱落現象と関連して，アクセントのない第～音節がその母音を落して次の子
音とconsonant　ciusterを形成したことが明らかな例（tr6n＜turun，　kEam〈k益1am）もあるが，モン・クメー
ル系の語については（krueng，　kruest），薩ちにそのように判断することは繊来ない。尚，〈紺子〉古怪の古
はA．C．とも他の例から考えて不必要であり，こkにある狸由を詳らかにすることが寓来ない。
㈱　漢字音はロの磁来た年代（1549年）に近い囲末の順天音を示す。陸志準「記徐孝重訂司馬灘公等鰻藷1；経」
『燕京学報』第32期，1947年によるo
⑳　Cowan．　op．　cit．　p．448～，　p．458．参照っ
（381A．　njang，　Mal．　yang，　nyangは関係代名詞である。しかしMa1．　yang（－yang）〈神〉のような用法も
あり，これはヵウィ語hyang〈神〉に由来するQ前者はnya－ng，　ia－ng〈その彼〉から出た形であるが，
後者とsyncretism〈融合〉を起こしたQ又，以下のようにC．　yagは〈神〉のこと。
（39）タガログ語bukas〈明目〉もbuk船〈開いた〉と岡語凍である。
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㈱　瑚史』「三仏齋伝」の条に「芯布」，同「満刺加伝」の条に「白芯布」という漢語が夫々の国からの貢
物として出ている。この漢語の意味は明らかでないが，17オ〈白菰布〉山花躰粗という例があり芯（必）粗は現
地で織られた一種の布を指していたものと考えられる。尚，tt4）も参照のこと。
｛41）Cajeli．　meltin〈煙〉（Wallace．　oP．　cit．参照）。
（42）A．G．Vorderman：Bijdrage　tot　de　kennis　van　het　Billiton－Maleisch．　TBG　34，1891，　P。373～400．
｛崔3）Skeat　and　Blagden．　oP．　cit．　Tiger．133．の項参照o
㈹　アチェ国王に従う官吏の一つの職名。MarsdeR．op．　cit．　P．402。参照。
（45｝Skeat　and　Blagden．　oP．　c三t。　Now．110．の項参照。
閲　又，漢語を説明的に訳したとしか考えられない個所がある。インフオーマンFがその漢語に藏ちに当る適
当な対訳語を知らなかったこと，又は，その漢字に対する訳語がなかつたことに由来するのであろう。1オ〈
霜〉多沽（to　t鎌εm），1ウ〈天陰〉儀因多（i　in－），2ウ〈月明〉仰不藍多（niaD　pu　lam　一），6オ〈陰〉因
多，6ウ〈長夜〉多多失空（一　一・　si　k‘ug）に現われる多がモケン語ada〈大きい〉に当るとすれば，夫々，
A．hudjeen　ada〈雨が大きい〉，　A．1anget　ada　awan〈天は雲が～〉，　A．　njang　buleen　ada　〈お月様が
～〉，A．　awan　ada〈嚢が～〉，　Bajau．　sangan　ada－ada〈夜が～〉，鰹し，4オ〈林〉多格（－cai）に対
してはA．kaj蕊ada〈木が～〉となり，問題は残る。
㈱液体に関係する漢語に対して強いて牙（ia）A、　ie〈水〉という漢字を附けようとする傾向がある。3ウ
〈水〉牙を元に1ウ〈氷〉八牙，4オ〈衆〉牙蛤，4オ〈浪〉牙非A．umba’，　i7ウ〈醗〉打牙，18オ〈油〉
羊牙（羊（iag）は米rmi）の誤字？）A．minj6’〈油〉，9オ〈魚〉流牙Bajau．　d6iah．このような傾向は，
一つの漢宇音に対して現地語の一つの決った音価を与えようとする試みを嗣難にする。
（補1）泉井久之助教授のEdwards　and　Blagden（1939）op．　cit．に対する紹介，垂姥評（『言語研究』第5
暑，昭湘15年5月）も参照せよ。
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